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Figure1:(a)RBaMn206(R=Y,希土類元素)の相図(b)RBaMn206(R=Tb,Dy,Ho,Y)の相転移におけ
る軌道秩序状態の変化
序に整列する｡軌道秩序状態の変化をFig.1(b)に示す｡このように多彩な秩序構造をみせる物質
はベロブスカイト型Mn酸化物では初めての例である3)｡ここでさらに注目すべきことは高温か
ら軌道､電荷､スピンが別々の温度で凍結するという点である｡Aサイトにランダムネスを含む系
ではこれらの自由度は競合していて全ての自由度がそれぞれ別々の温度で凍結することはなかっ
た｡特に電荷と軌道は互いに相関が強く電荷 ･軌道の整列は同時に起こっているように見え､互
いを分離することは出来なかった｡しかし､Aサイトからランダムネスを取り除き､イオン半径
の差が大きい2種のイオンが層状に規則配列することによって顕著になるMnO6八面体自身の歪
み4)によってこれらの競合していた状態の縮退が解け別々の温度で凍結するようになったと考え
られる｡軌道整列のみを伴うPM'相の温度領域が40K程度しかない狭い範囲でしか現れないこ
とも軌道と電荷の自由度の相関の強さを表しており､乱雑さの大きな系では両者の凍結温度の分
離が難しいことが覗える｡このようにランダムネスの排除は系の物性をよりクリアに見るために
非常に重要な要素であることが分かる｡
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